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冬は厳しい寒さになる芦安地域。 

学校の校庭に雪が積もると氷の塊になり、外で運

動する機会も減ってしまう児童、生徒達。先生方から

の要望もあり、芦安小中学校体育館にあるクライミン

グ壁を使って、今年も子供達にボルダリング体験をし

てもらいました。 

クライミングサポートメンバーは、芦安駐在所の下

山さん、山梨県山岳連盟所属の山岳会より白鳳会の

亀田さん、岳心会の今村さん、松本さん、芦安ファン

クラブから清水会長、岩間、中島が参加しました。 

実施は１月２０日、２月２日、２月３日、２月１６日、２

月２８日の全５回。事前準備時には、ホールドの付け

替えをして、いよいよ当日。子供達が楽しんで登る事

を基本に、クライミングのルールや、簡単なムーブや

登り方などを山岳会のサポーターの皆さんから指導

していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初は怖がって登れなかった子供達も、回数を重

ねる度に上手に登れるようになり、サポートの皆さん

もびっくり。最終日には、全員が完登できました！ 

子供達から、まだまだ続けたいオーラを感じながら

も、最終日にさよならをしました。児童達が、クライミ

ングに興味を持ってくれたことはとても貴重だと感じ

ました。 

この体験を終えて、私達が思ったことは、冬だけで

はなく、オールシーズン登らせてあげられる環境をつ

くって欲しいということです。 

この取り組みがこれからも続いていけば、もしかし

たら芦安小中学校からクライミングのオリンピック選

手があらわれるかも⁉しれませんね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人                               第 82 号 

 

 

 

 

 
特定非営利活動法人芦安ファンクラブ  事務局 南アルプス市芦安芦倉 15７８            

TEL 090-4135-3193 FAX 055-288-2722 HP http://ashiyasu.com メール mail@ashiyasu.com 

 

南アルプス地域の自然を愛するすべての人達に対して、地域の人々との交流を通じた南アルプスの環境保全 
及び適正利用に関する事業を行い、もって、南アルプス市芦安地域の活性化に寄与する。 

 ～芦安ファンクラブの理念～ 

芦安ファンクラブ通信 

芦安小中学校ボルダリング体験 

芦安ファンクラブ 中島紫穂 

身体の伸ばし方 

ビレイヤー デッドヒート 
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一橋大学一橋山岳部は１９２２年創部で、２０２２年

に創部百周年を迎えた。これを記念して、９月２９日～

１０月２日、OB と学生合同の北岳集中登山を実施し

た。 

戦前の岩壁登攀の一翼を担った当部の小谷部全助

等は北岳バットレスや鹿島槍ヶ岳東面を舞台に初登

ルートを開拓してきた。そうした先人の登攀に倣って

戦後も数々の山行を行ってきたが、特に東京にも近

い北岳を目指した合宿は数多く実施された。また創

部９０周年となる２０１２年には、記念事業として芦安

ファンクラブの方々と一緒に高谷山周辺の山道整備

にも参加させていただいた。こうした連綿と続いた歴

史もあって、北岳は記念登山の対象として相応しいと

皆で考えた。 

参加したのは、OB１３名と山岳部顧問、学生・院生

１２名の総勢２５名だが、当初は登頂者全員が打ち揃

って北岳山頂で記念写真に収まることを考えた。しか

し最高年齢が８０歳を超え、大半が７０代の OB と２０

歳前後の学生では登るスピードがウサギとカメどころ

か自転車と新幹線ほどの違いもあり、加えてコロナに

よる山小屋の宿泊制限もあって、結果的に複数の隊

が各々の時間で登頂することとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OB 隊の主力隊は９月２９日に白根御池小屋に入り、

肩の小屋に泊まって頂上を目指した。もう一隊は、１

日遅れで白根御池小屋泊、翌日一気に北岳頂上を登

って、主力隊に合流している。学生隊は、本隊が１０月

１日朝一のバスで広河原に入り、そのまま北岳頂上直

下にテントを上げて同日登頂。別動隊は御池テント泊

で２日目北岳を往復。更にもう一隊は奈良田から入

山し、大門沢から農鳥岳・間ノ岳を縦走して長駆北岳

まで１日で到達する元気さを見せた。 

この中で若手 OB一人は単独で１日に御池に入り、

２日の未明３時前に御池を発ち、北岳を通過して夜明

けを間ノ岳で迎えると、再び北岳を越えて１２時前に

は広河原下山という、トレランもどきの山行を行って

いる。この１０月１～２日に、５隊および一人が北岳登

頂を行ったが、両日ともこれ以上は無いというほどの

快晴に恵まれ、登頂者全員が富士山から全アルプス

の山々の絶景に酔いしれた。高齢 OB 隊は今回の北

岳登頂で御池小屋、肩の小屋と２泊したわけだが、す

し詰め以上に詰め込まれた昔に比べると宿泊がびっ

くりするほど改善されており快眠を貪ることができた。

ただしあまりの居心地の良さが酒量の増加に繋がっ

てしまったことに自省の言葉も出ていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

創部百周年の北岳記念登山 

針葉樹会（一橋山岳会）会長  前神直樹 
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山行を終えた全員は１０月２日昼には南アルプス市

芦安山岳館に集合したが、１人の OB は、翌年の高谷

山周辺の登山道整備の下見として、桧尾峠〜高谷山

〜夜叉神峠を歩いている。 

山岳館では、芦安ファンクラブ会長・清水准一さん

に昔の北岳登山やバットレス登攀を映した貴重なフィ

ルムを見せていただいたが、当時を知るOBにも当時

に生まれてもいなかった学生にも非常に興味深いも

のであった。また山岳館には針葉樹会（山岳部 OB 会

の名称）会員の蔵書を針葉樹文庫として収容いただ

いており、こうした図書類を目にした学生部員は部の

歴史の片鱗を感じ取ったのではないかと思っている。 

山岳館を見学した後、白雲荘に移動。清水さんも一

緒に記念の宴を催した。席上清水さんからは、２０２２

年はウェストンが初めて北岳に登頂してから１２０周

年に当たることや、先人たちが北岳に登るのに山や

峠を越えて苦労しながら日数を掛けてアプローチして

いたことなど、スーパー林道の恩恵を受けっぱなしの

我々には想像もできないような話をしていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回奇跡的に２日連続の快晴に恵まれたことや、大

事に至るような事故は起きなかったことなど、北岳が

百周年を祝ってくれていたのかと感じた次第です。 
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６年 金川小次郎 

芦安ファンクラブの西村さんと堀内さん、おいそが

しい時に、ぼくたちのためにありがとうございました。 

ぼくはなかなかできないたいけんをさせてもらっ

たなと思います。そして白根御池小屋に行くまでにも、

たくさんの植物のお話をしてくれてありがとうござい

ました。そして、ファンクラブの２人で考えてきてくだ

さったゲームがすごくたのしく、またやりたいなと思

いました。また会ったら、あのゲームをしてみたいで

す。そして、２人といっしょに１泊してみたりして、すご

く楽しかったです。 

本当の本当にありがとうございました。それとお体

にも気をつけて登山をしてくださいね。 

 

 

 

５年 小林花栄 

日曜日は、登山であぶないところをおしえてくれた

りしてくれたので、どこがあぶないのかわかったので、

とてものぼりやすかったです。 

小屋についてからは、どこのへやなのかを教えてく

れたり、時間を教えてくれたので、とても行動しやす

かったので、よかったです。夜では、星の話をしてくれ

たり、かみしばいをよんでくれたので、わかったこと

がたくさんあってよかったです。ほり内先生が考えて

くれたしかのゲームは、とてもおもしろかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月曜日では、いろいろ花の名前をおしえてくれたり、

朝の景色がきれいなことをおしえてくれて、とてもき

れいな景色を見ることができてうれしかったです。下

山の時もあぶない所を教えてくれて、とても下山しや

すかったです。 

日曜日と月曜日は、ありがとうございました。 

 

 

５年 田中あんり 

いっしょに登山してくれて、ありがとうございまし

た。私的には、星空がとてもきれいだったので、また

見たいなあと思いました。 

私は５時ちょっと前におきて、今何時かもわからな

いし、１かいへ行っても、だれもいないし、おきてくる

のはしらない人だらけなので、どうしようか考えまく

りました。そしたらほり内先生がおきてきて、今が５時

なんだなって気づきました。ありがとうございました。 

私とかえさんがきのこをしらべていたとき、西村さ

んにきのこをおしえてもらいうれしかったです。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

芦安小学校 5・6年生 

白根御池小屋自然宿泊体験学習 

～児童のみなさんと先生方からの感想 ～ 

南アルプス市立芦安小学校では、２０２２年８月２９日～３０日に、白根御池小屋への登山・宿泊学習が

行われました。これは、ユネスコエコパークの「核心地域」となる南アルプスの高い山、深い谷が育む生物

と文化の多様性を学ぶための取り組みとして計画されたものです。芦安ファンクラブから、西村、堀内が、

ガイドおよび講師として参加しました。子どもたちと先生方からいただいた感想を掲載します！ 

白根御池岸から北岳を望む 
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森本晃正 先生 

先日は、自然宿泊体験でのご指導ありがとうござ

いました。 

子ども達は、北岳の自然を楽しみ、山々の姿に大変

感動しておりました。山の登り方や草花の知識、星空

や野生生物について、たくさんのこと教えていただき、

子ども達だけでなく私ども職員も勉強になりました。

特に草花観察については、子ども達も楽しみながら学

習することができ、事後学習にも生かしています。 

今の5・6年生は、堀内先生の教え子ということで、

子ども達は一緒に行けるということに、とてもよろこ

んでいました。一生の思い出になったと思います。 

また、西村さんのていねいな説明・アドバイスも、子

ども達の山への関心を引き出し、心も体も大きく成長

できました。 

今後も学校では、南アルプスの自然について学び

を重ねてまいりますので、ご指導お願いいたします。 

 

 

 

河野太郎 先生 

白根御池小屋登山では、素晴らしい体験をありが

とうございました。子どもたちも思い出に残る登山に

なったと同時に、芦安地区や南アルプスの素晴らしさ

を改めて感じたことと思います。私も携帯で撮った写

真ですが、あの場所でしか見えない素晴らしい景色で

した。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

深沢美紗生 先生 

先日は、白根御池小屋宿泊学習にご同行していた

だき、ありがとうございました。 

子ども達は、登山をとても楽しみにしていたので、

無事に行ってくることができて、本当に良かったです。 

登山中も様々な植物についての説明や子ども達に

励ましの言葉をかけてくださって、子ども達も最後ま

で頑張ることができたと思います。 

夜、星空が見られたこと、２日目の朝の絶景など、

私にとってもとても思い出深い宿泊学習になりまし

た。 

また、植物の図鑑や山の神などの資料、楽しいゲー

ムなども用意していただき、勉強にもなりましたし、

楽しみながら自然のことを知ることができました。 

今回の貴重な経験を忘れず、これからの学校生活

に生かしていけるよう、子どもたちとも話していきた

いと思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白根御池に映る逆さ北岳 

朝の体操 白根御池小屋にて 
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[熊にかじられた標識の元で休憩] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ご苦労様でした] 

 

夜叉神峠旧道整備（2022/11/20） 

芦安ファンクラブ  西村 正人 

芦安から夜叉神峠へ登る旧道を整備しました。 

芦安ファンクラブの清水会長はじめ総勢８名により、夜叉神峠登山口から、倒木などを切断除去し、川には

丸太を並べて橋を造りながら、芦安へ下って行きました。半日作業でなんとか安全に通れるような道が完成

しました。今は車で簡単に行ける夜叉峠登山口ですが、たまにはゆっくりと山道を楽しみながら登ってみては

いかがでしょうか。 

[丸太を並べて、橋を造りました] 

 

[危ない枝や倒木を除去しました] 
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回数 集合場所 登山口 難易度

日数 開催日/集合時間/参加費 宿泊場所
特殊な装備

ガイド

第66回 芦安ファンクラブ事務所 高谷山～夜叉神峠へ
夜叉神
登山口

初級者向き

日帰り登山装備

担当ガイド
花輪

第67回 芦安ファンクラブ事務所 キタダケソウ観察会 広河原 中級者向き

アイゼン
(８本爪以上)

担当ガイド
望月

第68回 芦安ファンクラブ事務所 語り部と歩く北岳① 広河原 初級者向き

軽アイゼン

担当ガイド
清水　西村

第69回 芦安ファンクラブ事務所 北岳の広大なお花畑めぐりへ 広河原 中級者向き

軽アイゼン

担当ガイド
望月

第70回 芦安ファンクラブ事務所 語り部と歩く北岳② 広河原 初級者向き

担当ガイド
西村　清水

第71回 芦安ファンクラブ事務所 栗沢山と北沢峠散策（6名まで） 北沢峠 初級者向き

担当ガイド
岩間　中島（補

助）

■募集人員はコースによって変動します。最低催行人数３名

■初日の昼食は、各自でご用意ください。※第６６回高谷山～夜叉神峠については昼食をご用意します。

■申し込み・問い合わせ先　　

◆NPO法人芦安ファンクラブ事務局　〒４００-０２４１　山梨県南アルプス市芦安芦倉１５７８番地

◆Tel　０９０（４１３５）３１９３　◆Fax ０５５（２８８）２７２２

◆http://ashiyasu.com/　◆メール　mail@ashiyasu.com

■申込方法　所定の申込用紙にご記入の上、FAX又はメールでお申込ください。

※トラブル回避のため電話での申込は受け付けません。※

主催  ＮＰＯ法人芦安ファンクラブ　後援　南アルプスガイドクラブ/南アルプス市

日帰り

３日間
コース

２日間
コース

３日間
コース

２日間
コース

２日間
コース

5月7日(日)
集合:午前9時00分

8,000円

6月24日(土)25日(日)26(月)
集合:午前9時00分

48,000円

7月13日(木)14日(金)
集合:午前5時30分

28,000円

7月22日(土)23日(日)24日(月)
集合:午前9時00分

48,000円

8月26日(土)27日(日)
集合:午前5時30分

28,000円

10月14日(土)15日(日)
集合:午前5時00分

30,000円
長衛小屋

目的地 / コース説明

真っ白なイワカガミ(カイイワカガミ）を見
に！残雪の白峰三山を見ながらお昼ご
飯を楽しみましょう。

ここにしか咲かない花、満開のキタダケ
ソウを見に行きませんか？今年度もゆっ
たり3日間コースで無理なくキタダケソウ
を目指します。

白根御池小屋に宿泊し、北岳の歴史を
学びながら歩きます。雪渓からバットレ
スの雄姿も見学します。

百花繚乱の北岳のお花畑と稜線の美し
い朝日を見に行きませんか？1泊目は
白根御池小屋、2泊目は北岳山荘に宿
泊するゆったりコースです。

8月18日
（金)

9月22日
（金）

■参加経費は、当日受付でお支払いください。参加費には宿泊費・2日目(3日目）昼食代,保険料,乗合ﾀｸｼｰ代金,登山後の温泉入浴料,ガイ
ド料金諸経費を含んでいます。申込後に実施要綱をお送りします。

〇登山教室は一人でもグループでも参加を受け付けています。当会の登山教室は安全で楽しい登山をするためのサポート
と、芦安地域の山岳エリアを中心とした自然、歴史、文化を学ぶ事ができます。多くの皆様のお申込みをお待ちしています。

申込期限

4月28日
（金)

6月16日
（金)

7月5日
（水)

7月14日
（金)

白根御池小屋に宿泊し、北岳の歴史を
学びながら歩きます。夏の終わりの植物
たちとの出会いも！

秋の栗沢山からの眺望を楽しみ、長衛
小屋の歴史に触れ、苔の観察を楽しみ
ましょう。

なし

白根御池小屋　
北岳山荘

白根御池小屋

白根御池小屋　
北岳山荘

白根御池小屋

2023年 登山教室のご案内
南アルプスは、ユネスコエコパークの認定を受け、

豊かな自然環境を未来に引き継ぐモデル地域として

様々な活動を展開しています。
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第66回 1日コース

第67回 3日コース

第68回 2日コース

第69回 3日コース

第70回 2日コース

第71回 2日コース

ふりがな

氏名

住所
年齢　　　　

　性別

自宅

携帯

【連絡者氏名】　　　　　　

パソコン

携帯

体力度

１．ガイドの指示や注意事項を守ってください。
２．安全のため、コースの変更など予定を変更することがあります。
３．健康管理は、自ら責任を持ち、体調を整えて参加してください。

電話番号
FAX番号

メール
アドレス

健康状態

山行履歴

その他

◆昨年から１年前後の主な山行をご記入ください。（例）赤岳山頂まで 令和４年8月

◆芦安温泉施設での前泊を希望しますか？　※〇をし、参加する開催回を記入してください

（希望する【第　　　　　          回】・　希望しない)　　　　

※その他質問等ありましたら記入してください

【注】申込みに際して、次の事項を遵守してください。

【緊急連絡先の電話番号】　自宅/携帯

(自己判定にて〇をしてください)　　弱い　　やや弱い　　普通　　やや強い　　強い

◆登山歴　　　　　　年

緊急連絡先

🏣        -
（年齢　　     　歳）　　　　　　　　　

　　　　　　　　　男　　・　　女

           　　　　　　　　　　　　　　　【FAX】

生年月日 昭和・平成 　　　　年　　  　月　　　  日

10月14日(土)～10月15日(日) 栗沢山と北沢峠散策（6名まで）

備考　友人同士等、グループで参加の方は、他に申込みをされた方のお名前をここへ記入してください

御同行者名　［　　　　     　　　　　　　　　］計　   名

7月13日(木)～7月14日(金) 語り部と歩く北岳①

7月22日(土)～7月24日(月) 北岳の広大なお花畑めぐりへ

8月26日(土)～8月27日(日) 語り部と歩く北岳②

※申し込みは各人ごとお願いします。※希望するコースに〇をつけてください

5月7日(日） 高谷山～夜叉神峠へ

6月24日(土)～6月26日(月) キタダケソウ観察会


